
「みなとオアシス九州・瀬戸内シンポジウム」プログラム（案） 

 
日時 平成 21 年 8 月 1 日（土）  
場所 別府市田の湯町 13－13 地方職員共済組合別府保養所「つるみ荘」 
主催 別府国際観光みなとまちづくり協議会 
共催 国土交通省九州地方整備局、大分県、別府市 
後援  瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会、ウオーターフロント開発協会 
 
 シンポジウム 15：00～17：30 
 

開催挨拶 別府国際観光みなとまちづくり協議会会長 奥村 伸幸 
  大分県副知事 二日市 具正  

別府市長   浜田 博 
社団法人ウオーターフロント開発協会理事  橋間 元徳 

  
第1部 基調講演 30 分 

 
◊ これからのみなとまちづくり（仮題） 

  国土交通省港湾局振興課長 宮本卓次郎 
   

第2部 パネルディスカッション 

コーディネーター紹介 ：九州大学大学院准教授 樋口明彦 
テーマ：九州・瀬戸内のみなとオアシスの課題と今後の取組み 

 
◊ みなとまちづくりの取組み  45 分 

湯の町別府の港を活かしたまちづくり 
別府八湯ウオーク連絡協議会事務局長 平野芳弘 

港を活かしたまちづくり  
各オアシスの取組みと課題 各オアシス代表 

（参加予定みなとオアシス 九州・沖縄、瀬戸内地域   １０港程度） 
 

◊ ディスカッション 50 分 
コーディネーター：九州大学大学院准教授 樋口明彦 

パネラー：各オアシス代表、WF協会理事、平野氏 

 
第3部 宣言書の採択 

 
閉会挨拶 九州地方整備局港湾空港部長   

 
 
 
 
 






